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県立学校における夏季休業明け始業時の新型コロナウイルス感染症対策の徹底 

について（通知） 

このことについては、令和３年（２０２１年）８月１９日付け教高第７２７号 教特第

２５８号 教体第６５８号 教文第１１９０号で通知したところですが、全国的に新規感

染者数が急速に増加しており、本県においても、これまでに経験したことのない感染拡大

の局面を迎えています。また、感染力が強いといわれるデルタ株による最近の感染者数の

増加に伴い、児童生徒等の感染者数についても増加が懸念されます。 

一方、学校は、学習機会と学力を保障する役割のみならず、全人的な発達・成長を保障

する役割や居場所・セーフティネットとして身体的、精神的な健康を保障するという福祉

的な役割をも担っています。 

つきましては、学校や家庭においても感染拡大への危機感を共有し、学校や家庭での感

染症対策の徹底を図りながら、児童生徒等の学びの保障や心身への影響等の観点から学

校における教育活動を継続するため、先の通知による対応について、下記のとおり、一部

変更いたします。 

なお、今後の新型コロナウイルス感染症の地域におけるまん延状況等により、対応の変更等が

必要となった場合は、別途通知します。 

記 

１ 分散登校等の実施について 

 (１) 熊本市域の県立高等学校 

「まん延防止等重点措置」が適用されている地域として、より積極的な対応が必要

であることから、令和３年（２０２１年）９月１２日（日）まで、教室内の人数を半

分程度にする分散登校を準備が整い次第速やかに実施するとともに、必要に応じて時

間短縮や時差登校も可能な限り実施する。また、夏季休業明け始業開始日を遅らせる

など変更することができる。 

ただし、最終学年の生徒は、進路決定に向けた大切な時期であり、学びの保障が極

めて重要であることから、万全な感染症対策を講じた上で、原則、通常登校とするこ

とができる。 

 (２) 熊本市以外の県立高等学校 

令和３年（２０２１年）９月１２日（日）まで、地域や学校の実情に応じて、時間

短縮又は時差登校を実施する。また、夏季休業明け始業開始日を遅らせるなど変更す

ることができる。 

なお、熊本市からの通学者が多い場合や地域等の感染状況によっては、分散登校を

実施すること。実施の際は、校長は教育委員会（関係課）と事前に協議すること。 

 



 (３) 県立特別支援学校 

令和３年（２０２１年）９月１２日（日）まで、万全な感染症対策を講じた上で、

原則、通常登校とする。 

なお、地域等の感染状況や隣接する医療機関等との協議によっては、臨時休業また

は分散登校等を実施できるものとする。実施の際は、校長は教育委員会（関係課）と

事前に協議すること。 

２ 学びの保障について 

分散登校を実施する学校においては、児童生徒等が授業を十分に受けることができな

いことによって、学習に著しい遅れが生じることのないよう、各学校の教育課程に基づ

いて指導計画を見直し、特別の時間割を編成し、登校しない日の家庭学習については課

題を課すことやオンライン等による学習支援を行うなど適切に対応すること。（別添の

「オンライン等による学習の対応について」も参照すること。） 

また、濃厚接触者や感染不安など、やむを得ず登校できない児童生徒等に対してもオ

ンライン等による学習支援を行うこと。 

３ 教育活動上の留意事項について 

(１) 対面で行う授業等の対応 

ア 各教科等において、感染症対策を講じてもなお感染のリスクが高い学習活動（『学

校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル～「学校の新し

い生活様式」～（2021.4.28 Ver.６）』Ｐ５４参照）は行わないこと。 

イ 職業に関する教科の実習等については、令和２年（２０２０年）９月２日付け

教高第６５８号「新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた職業に関する教科

の実習等に関するＱ＆Ａについて（通知）」で示されている感染症対策を再確認

し、指導にあたっての参考とすること。 

(２) 学校行事等の対応 

期間内においては、校外における活動は、原則実施をしないこと。ただし、進路

等に関係する必要な活動については、事前に教育委員会（関係課）と協議すること

で実施することができる。 

また、校内における学校行事等についても、中止または延期、縮小を含め、学校

や地域の感染状況等も踏まえ、実施の可否を慎重に判断すること。 

体育大会・運動会を実施する場合は、半日開催や無観客開催、「児童生徒が密集

する活動、近距離で組み合ったり、接触したりする活動」を控えたプログラム設定

を検討するなど感染症対策に万全を期すこと。 

始業式等については、放送等での実施を検討し、体育館等で一堂に会する式典形

式での実施はしないこと。 

(３) 部活動の対応 

部活動は、令和３年（２０２１年）９月１２日（日）まで、原則中止とする。 

 ただし、公式大会に参加する部活動に限り、大会２週間前から必要最小限の日

数、時間及び人数で行うことができる。 

 また、その際は、児童生徒本人と保護者の意向を十分に確認して、同意を得た上

で活動し、参加を強制することがないよう配慮すること。 

 なお、分散登校を実施する際は、登校日ではない児童生徒が、部活動のためだけ

に登校して活動することがないようにすること。 

４ 登校が不安な児童生徒等への対応 

児童生徒等や保護者が、感染が不安で保護者から休ませたいと相談があった場合

は、令和３年（２０２１年）７月２日付け教体第４４３号の出席停止の基準に基づ



き、校長が必要と認める期間を出席停止にするなどの柔軟な取扱いもできるものとす

る。 

５ 教職員の新型コロナウイルス感染症に係るワクチン接種 

新型コロナウイルスワクチンは、発症を予防する効果が高く、また、重症化を抑制

することが期待されることから、県内各市町村において接種が進められていることを

踏まえ、教職員に対してワクチン接種の趣旨を周知するとともに、接種を希望する職

員が早期に接種できるよう配慮すること。 

６ その他 

今後、学校におけるクラスターを発生させないため、本通知並びに令和３年（２０

２１年）８月１９日付け教高第７２７号 教特第２５８号 教体第６５８号 教文第１１

９０号の内容を遵守し、３つの対策（①家庭での対策、②学校生活での対策、③部活

動での対策）の徹底を図ること。 

 

                   【問合せ先】 

○県立中学校・県立高校に関すること 

高校教育課 石村、米村、大塚、新生 

                     ０９６－３３３－２６８５ 

                    ○特別支援学校に関すること 

                     特別支援教育課 前川、竹永 

                     ０９６－３３３－２６８３ 

○保健、衛生面の対応に関すること 

体育保健課 濱本、杉原 

０９６－３３３－２７１２ 

○部活動に関すること 

体育保健課 濱本、鳴瀬 

０９６－３３３－２７１２ 

文化課 後藤、村上 

０９６－３３３―２７０４ 

○教職員に関すること 

学校人事課 横川、上村 

０９６－３３３－２６９４ 


